
～公民館を核とした持続可能な地域づくり推進事業～ 

公民館ふるさと教育推進事業 取組事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施地区（中学校区名） 松江市立鹿島中学校 

事業実施公民館等名 

（中学校区内にある全ての公民館等） 

 

松江市鹿島公民館 

 

鹿島町の歴史・自然・文化・産業について触れよう 

テーマ 

テーマの背景 

鹿島町は松江市の北西に位置し、恵曇・佐太・講武・御津の４つの地区から成り立ち、

豊かな自然環境と歴史文化を併せ持った魅力あふれる地域である。 

まちの東西には日本海と宍道湖を結ぶ佐陀川が流れ、講武地域には広大な田園地帯が

広がるなど、豊かな自然環境と歴史文化を併せ持った魅力あふれる地域である。最近で

は鹿島町を含めたエリアが「日本ジオパーク」に認定され、ジオパークを活用した地域活

性化に期待が寄せられている。 

このように恵まれた地域資源に接する機会を提供し、自分たちの住む地域を理解し、

ふるさとを大切にする心を育むことを目的に様々な体験活動を計画した。 

実際の取組 

＜取組の概要＞ 

ふるさとの郷土学習や川・海に親しむ自然体験活動とし
て、佐陀川・日本海でのいかだによる川下りや砂浜イベント
を通して、地域・世代間の交流を深めるとともに、協調・思
いやり・郷土愛、そして自然環境を大切に守る心を育む｡ 
・主な内容 

１ いかだ作り・郷土学習(事前準備) 

２ 佐陀川いかだ下り(鹿島マリーナ→恵曇港) 
３ 砂浜イベント、清掃奉仕活動(古浦海岸) 

 

＜成果と課題＞ 

 学校の理解を得て事前学習など小学校４年生の学年活動の一環として取り組んでいただ

き、鹿島町内３小学校の交流の場としても非常に効果的だった。 

記録的な猛暑により残念ながら上陸後のイベントは中止としたが、大きな事故や怪我も

なく全員がゴールまで漕ぎ切ることができた。 

③子どもたちに伝えたいテーマ・題材の事業実施 

事業名：川から海へ大航海 in 鹿島 
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テーマに迫るためのポイント 

１ 佐陀川や日本海など鹿島町の豊かな地域資源を活用した体験活動。 

２ 天候によって臨機応変に内容を組み換えるなど、安全面に配慮しながらねらいを達成

すること。 

３ 既存の活動に新しい内容を組み合わせることで、効果的な活動ができるよう工夫し

た。 

今後の展望 

紙面の都合で紹介しきれなかったが、そのほか町内の事業所と協力した科学教室や、講

武地区の文化や産業に触れるまちあるきを行い、歴史文化、自然と産業に触れる事業を実

施した。 

来年度は当地の誇るユネスコ無形文化遺産「佐陀神能」体験教室を実施し、子どもたち

に鹿島町の歴史文化に触れる機会を提供するとともに、四季を通して地域の皆さんに鹿島

町の豊かな自然を感じられる内容を展開していきたい。 

 

まとめ 

＜取組の概要＞ 

古浦浜の豊かな地域資源を活用した環境教育や体験学習。 

 

１ はこぶね体験 

  古浦浜で以前行われていた「はこぶね遊び」を復活させ、 

子どもたちに自然体験活動の場を提供する。 

２ 貝がら工作 

  海岸に漂着した貝がらを使って、オリジナルフォトフレーム 

を作成する。 

 

 

 

＜成果と課題＞ 

 記録的な猛暑により残念ながらはこぶね体験は中止としたが、貝がら工作ではスライド

を使って漂着ごみなどの環境学習を行い、参加者に自然環境保護とふるさとへの理解を深

める機会を提供することができた。 

 

 次回は猛暑の時期は避け、水辺の生物の学習なども盛り込み、より環境学習に繋がる内

容を行っていきたい。 

 

③子どもたちに伝えたいテーマ・題材の事業実施 

事業名：夏休み子ども教室「はこぶね体験＆貝がら工作」 


